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平成28年１月１日 

山本東 旧街道の道標 元治元(1864)年頃 ～ 11 月８日開催｢山本の旧街道を往く｣より ～

旧込野観音寺線と山本中央通りの交差点北の角にある。昭和初期までここは三叉路で、道標も南西

の酒屋の宅地内にあったという。この三叉路は観音寺へ向かう街道と金毘羅街道が交わる交通の要所

で、一説ではそれが｢辻｣の地名の由来という。道標の｢いよミち｣｢こんぴら・はしくら道｣｢かんおん

じ道｣という記載も、ここが三叉路であったことを物語っている。北東方面への道(山本中央通り)は、

バスが通る道路として整備された。現在の込野観音寺線の整備は、昭和 54(1979)年以降である。

ここは、昔

三叉路だっ

たんです。



◎秋期企画展「旧街道を往く ～ 昔の地図からわかること ～」報告 

秋期企画展では、旧公図や古地図、航空

写真を取り上げて、街道を中心に村の景観

が移り変わる様子について展示しました。

10 月１日(木)から 11月 29 日(日)まで開催

し、会期中は約 170 名の来館がありました。 

一般家庭に車が普及し始めるのは昭和 40

年代以降で、三豊市域で本格的に道路が拡

幅されていくのは、昭和 50 年代に入ってか

らのことです。そのため旧公図などに描か

れた街道は、昔から主要な幹線として長く

利用されており、かつてのバス路線を懐か

しく思われた方もいらっしゃいました。 

また11月８日(日)には企画展関連講座｢山本の旧街道を往く ～ 昔の地図の解説と旧街道歩き ～｣を

開催しました(表紙写真)。この講座では昭和 54(1979)年に撮影された航空写真を教室で読み解いた後、観

音寺に向かう旧街道と金毘羅街道(伊予街道)を歩きました。金毘羅街道沿いには多くの道標が建てられて

おり、それらを確認しながら街道の変遷について考えました。当日は 10名の参加がありました。 

文書館での展示終了後は、１月 22日(金)から２月 21 日(日)まで宗吉かわらの里展示館でも展示され

ます。 

≪展示資料紹介≫ 

愛媛県下讃岐国三野郡比地村惣絵図(そうえず) 明治 20(1887)年頃

明治 20(1877)年頃に作られた 29 枚からなる｢切絵図｣をまとめたもの。主要な道路は太い朱線で描かれ

ている。丸亀・高松方面への道は、現在の県道岡本高瀬線である。仁尾・詫間方面への道は、現在の主

要地方道豊中三野線ではなく、その西側の旧街道が描かれている。昭和 47(1972)年撮影の航空写真にも、

豊中三野線は描かれていない。 

愛媛県下讃岐国三野郡比地村惣絵図 現況図 
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◎文書館常設展示の案内 

明治 23(1890)年の市町村制

により三豊に誕生した 22村は、

昭和 30(1955)年頃のいわゆる

｢昭和の大合併｣により７町村

となり、村も次々と町制を施

行し、昭和 45(1970)年財田の町

制施行により村がなくなりま

す。そして平成 18(2006)年１月

１日に７町が合併し、三豊市

が誕生します。文書館常設展

では、明治の市町村制により

村が誕生してから現在までの、

三豊市や旧７町の変遷について、町村合併を中心に紹介しています。お気軽にお立ち寄りください。 

高瀬・山本・三野・豊中・詫間・仁尾・財田の７町による合併協定書(左)と

詫間町・荘内村・粟島村の３町村による合併申請書(右) 

専門員おすすめ資料コーナーを 

設置しました 

 展示閲覧室に、新しく収集した資料など文書館

専門員がおすすめする資料を紹介するコーナーを

設置しました。ぜひ一度ご覧ください。

≪おすすめ資料紹介≫ 

｢昭和 25 年３月 天皇陛下行幸写真集｣より 

詫間町塩田御通過 

 昭和25(1950)年３月13日から17日に行われた昭

和天皇行幸の様子を伝える写真集。三豊市域は 16

日に詫間町と笠田村に行幸している。写真は詫間

町の塩田の中を車で通行しているところ。塩田の

中で多くの人々が歓迎している。 

｢懐かしの1枚｣ 

 絵はがき販売始めました
三豊市市制施行10周年  

 三豊市市制施行 10 周年記念事業として、文書館が

所蔵する古写真を使用した絵はがきを作製しました。

なつかしい風景が掲載されていますので、ぜひご利用

ください。

価格 １枚 100 円 販売場所 三豊市文書館
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◎ 情報提供のお願い 

文書館では、まちの風景や催事などの古い写真を収集しています。原本はお返ししますので、情報

の提供をお願いします。 

※このコーナーは、いただいたご意見などを紹介し、読者の皆様と文書館の交流を深めるコーナーで

す。今回はレファレンスについて紹介します。 

◯レファレンスとは 

 利用者の皆様が調べていることや知りた

いことについて、文書館所蔵資料を中心に情

報を提供して、皆様の調べもののサポートを

するサービスです。三豊市域のことについて

お調べのことがあれば、お気軽に声をかけて

ください。 

◯上高瀬・勝間・比地二村 

三ヶ村組合立東中学校の調査

 11 月文書館に、｢三ヶ村組合立東中学校」

について調べているとの内容で電話があり

ましたので、来館していただくようご案内い

たしました。 

後日来館されたのは、東中学校出身の小

野さんと増田さん。東中学校は昭和 27(1952)

年に開校しましたが、昭和 30(1955)年に上高

瀬、勝間、比地二、二ノ宮、麻の５ヶ村が合

併し高瀬町が誕生したため、東中学校も｢高

瀬町立中部中学校｣に名称が変わります。つ

まり｢三ヶ村組合立東中学校｣としては、３年

間しかありませんでした。そのため今では東

中学校のことを知らない人々も多くなった

ので、東中学校の記録を残したいと考え、文

書館に調査に来られたそうです。 

 文書館では、村会議事録などの関係資料や 

広報、古写真を用意して、お二人の調査をサ

ポートしました。 

三ヶ村組合立東中学校について調査にこられた小野さんと

増田さん。｢古い写真や資料をきれいに残していてくれてうれ

しい｣とのお言葉をいただきました。 

三ヶ村組合立東中学校(昭和 27・1952 年頃) 

画面中央の大きな建物が東中学校。周囲には建物も少な

く、中学校前の駅と国道を結ぶ道もまだできていない。画面

下に上高瀬駅(現、高瀬駅)が写る。画面下の大きな建物が

高瀬警察署。現在の百十四銀行の場所にあった。 
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